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「あのと き は 実に 驚きました。 もちろん、 僕ば かりで 

はない、 誰 だって 驚いた に 相違ありません けれど、 僕 

など は その 中で もい つ そう 強い シ ョ ックを 受けた 一 人 

で、 一時 はまった くぼうと してし まいました ごと、 K 

君 は 言った。 座中で は 最も 年の 若い 私立大学 生で、 大 

ひだ たかや ま 

正 十一 一年の 震災 当時 は 飛驛の 高山に いたと いうので あ 

る。 

あの 年の 夏 は 友人 ふたりと 三人 づれで 京都へ 遊びに 



よも やと 思って いたので すが、 西 田さん のように 解釈 

すれば、 あるいはそうかと 思われな いこと も ありませ 

ん。 それ はまず それと して、 僕と して さらに 戦慄 を禁 

じ 得な いのは、 その 指輪が 西 田さん の 総領娘の 物で 

あつたと いう ことです。 こうなる と、 僕の 眼に 映った 

若い 女の すがた は 単に 一 種の 幻覚との み 言われな いよ 

うに も 思われます。 女の 泣き声、 女の 姿、 女の 指輪 I 

I それが みな 縁 を 引いて 繫 がって いるよう にも 思われ 

てな りません。 それとも 幻覚 は 幻覚、 指輪 は 指輪、 ど 

こまで 行つ て も 別物で しょうか。 

「なんにしてもい いものが 手に入りました。 これが 娘 



かば 頃に なって 西 田さん は 訪ねて 来て くれました。 店 

の 職人 三人 はだん だんに 出て 来たが、 その 一 人 はどう 

しても 判らない。 ともかくも 元のと ころに バラック を 

建てて、 この頃よ うやく 落ちつい たという ことでした _ 

「それにしても、 女の人た ち はどうし ました ご と、 僕 

は 訊きました。 

「わたしの 手に 戻って 来たの は、 あなたに 見付けて い 

ただいた 指輪 一 つ だけです ご 

僕 はまた 胸が 重くな りました。 
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